
▲資料室にある「岡山県医学校（1880－1888）」の図。
　原本は池田家文庫 医学部
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1870（明治３）年に創設され、国内有数の歴史と
伝統を誇る岡山大学医学部が今年、140周年を迎え
ました。11月３日の記念式典を前に、これまでの歩み
を振り返り、優秀な人材を輩出し続ける特徴的な教
育や、一層の飛躍へ向けた取り組みを紹介します。

特 集

歴
史
が
紡
ぐ
信
頼
と
実
績

江
戸
時
代
以
降
、
医
療
先
進
地
域

と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
岡
山
県
。
津

山
藩
で
発
展
し
た
蘭
学
や
備
中
国

足
守
藩
（
現
在
の
岡
山
市
北
区
足

守
）
出
身
の
緒
方
洪
庵
が
興
し
た

適
塾
、
東
洋
と
西
洋
の
折
衷
医
術
・

華
岡
流
外
科
な
ど
の
流
れ
を
汲
ん

だ
医
師
た
ち
が
活
躍
し
た
こ
の
地
に

１
８
７
０
年
、
岡
山
大
学
医
学
部
の

源
流
と
な
る
岡
山
藩
医
学
館
が
誕
生

し
た
。
医
学
館
は
数
度
の
変
遷
を
経
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▲前医学部長の松井秀樹教授

て
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
、
中

四
国
唯
一
の
医
科
大
学
・
岡
山
医
科

大
学
に
。
さ
ら
に
１
９
４
９
（
昭
和

24
）
年
創
設
の
岡
山
大
学
の
母
胎
と

な
り
、
中
四
国
の
最
難
関
学
部
と
し

て
現
在
に
至
る
。

「
１
４
０
年
の
財
産
は
、
１
万
２
千

人
の
卒
業
生
が
岡
山
県
や
中
四
国

は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
に
分

散
し
、
第
一
線
で
地
域
医
療

を
担
っ
て
い
る
こ
と
。
大

学
病
院
と
直
接
連
携
し
て

い
る
医
療
機
関
だ
け
で
約

２
５
０
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
実
績
を
重

ね
、
高
い
信
頼
を
生
ん
で

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
信

頼
が
各
地
の
優
秀
な
高
校

生
を
岡
大
医
学
部
に
引
き
寄
せ
、
次

世
代
を
担
う
卓
越
し
た
医
療
人
を
輩

出
し
続
け
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
」

と
、許ほ
う

南な
ん

浩ほ

医
学
部
長
は
胸
を
張
る
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
診
療
、
研
究

地
域
密
着
の
一
方
で
、
併
設
の
大

学
病
院
と
と
も
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

診
療
・
研
究
レ
ベ
ル
を
誇
る
医
学
部
。

１
４
０
年
の
中
で
、
梅
毒
の
特
効
薬

を
開
発
し
た
秦は
た

佐さ

八は
ち

郎ろ
う

（
１
８
７
３

―

１
９
３
８
）
や
、
新
種
の
寄

生
虫
を
発
見
し
た
桂
か
つ
ら

田だ

富ふ

士じ

郎ろ
う

（
１
８
６
７―

１
９
４
６
）
ら
医
学

発
展
に
寄
与
し
た
人
材
を
多
く
輩
出

し
た
。
ま
た
、
日
本
初
の
本
格
的
な

相
互
生
命
保
険
会
社
を
設
立
し
た
矢や

野の

恒つ
ね

太た

（
１
８
６
６―

１
９
５
１
）、

日
本
初
の
孤
児
院
を
創
立
し
た
石い
し

井い

十じ
ゅ
う

次じ

（
１
８
６
５―

１
９
１
４
）、

川
崎
医
科
大
学
な
ど
の
創
設
者
・
川か
わ

﨑さ
き

祐す
け

宣の
ぶ

（
１
９
０
４―

９
６
）
ら
福

祉
や
社
会
保
障
分
野
に
貢
献
し
た
人

物
も
送
り
出
し
、
ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
と
い
わ
れ
る
「
マ
グ
サ
イ
サ
イ

賞
」
を
受
賞
し
た
三み

木き

行ゆ
き

治は
る

・
元
岡

山
県
知
事
（
１
９
０
３―

６
４
）
も

卒
業
生
に
名
を
連
ね
る
。

現
在
も
、
臓
器
移
植
や
遺
伝
子
・

細
胞
治
療
、
小
児
心
疾
患
な
ど
の
先

進
医
療
で
世
界
を
リ
ー
ド
。「
基
礎

研
究
か
ら
新
た
な
治
療
法
の
開
発

ま
で
、
医
学
部
や
病
院
の
先
進
的
な

活
動
は
、
毎
日
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ

で
報
じ
ら
れ
て
い
る
」（
許
医
学
部

長
）
こ
と
も
そ
の
証
だ
。「
が
ん
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
ん
で

い
る
。

特
色
あ
る
教
育

２
０
０
４
年
の
臨
床
研
修
の
義
務

化
で
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
医

科
教
育
。
医
学
部
は
近
年
、
新
た

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
相
次
い
で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
学
生
か
ら
研
修
医
、

大
学
院
生
ま
で
連
続
性
を
持
っ
た

〝
シ
ー
ム
レ
ス
な
人
材
育
成
〞
や
女

性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
力
を
入

れ
る
。
臨
床
研
修
義
務
化
前
後
で
、

医
学
部
で
学
ぶ
研
修
生
の
本
学
と
他

大
学
の
比
率
は
同
程
度

と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

教
育
改
革
を
推
進
し
た

前
医
学
部
長
で
１
４
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
長
の
松
井
秀
樹
教
授

は
「
臨
床
に
強
く
、
科

学
的
な
裏
付
け
も
し
っ
か
り
し
た

『
良
い
医
者
』
に
な
り
た
い
と
い
う

優
秀
な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
」
と

説
明
す
る
。

さ
ら
な
る
飛
躍
へ

医
学
部
は
今
年
、
１
４
０
周
年
記

念
行
事
と
し
て
優
れ
た
研
究
成
果
や

教
育
内
容
を
P
R
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
数
多
く
開
催
。
平

行
し
て
、
学
生
や
市
民
に
開
か
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
る
た
め
、
プ
ロ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
長
期
的
な
整

備
計
画
も
進
行
し
て
い
る
。

許
学
部
長
は
「
式
典
が
あ
る
11
月

３
日
が
、
１
５
０
年
に
向
け
た
『
10

年
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
の
出
発
点
。
力

を
合
わ
せ
て
教
育
、
研
究
の
レ
ベ
ル

を
一
層
高
め
、
全
国
で
『
岡
山
大
学

は
先
導
的
で
す
ば
ら
し
い
』
と
呼
ば

れ
る
10
年
後
を
目
指
す
」
と
力
を
込

め
る
。

「10年ルネッサンス」を語る▶
許南浩医学部長　

◀ 1922（大正11）年建設の医学部正門。
　 岡山医科大学の正門として建てられ、歴史と
伝統を今に伝える。国の有形文化財（建造物）
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岡
山
大
学
医
学
部
の
信
頼
を
支
え
る
教

育
シ
ス
テ
ム
。
近
年
、学
部
か
ら
研
修
医
、

大
学
院
に
い
た
る
ま
で
、〝
継
ぎ
目
の
な

い
（
シ
ー
ム
レ
ス
）〞
人
材
育
成
に
取
り

組
み
、
輩
出
す
る
人
材
の
一
層
の
質
向
上

を
目
指
す
。

具
体
的
に
は
ま
ず
、
３
年
時
に
３
〜

４
ヵ
月
間
行
う
「
医
学
研
究
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」。
２
０
０
１
年
に
始
ま

り
、
研
究
先
は
学
内
外
は
も
ち
ろ

ん
、
国
内
外
も
問
わ
な
い
。
例
年
、

約
１
０
０
人
の
学
生
の
う
ち
２
、３

割
が
海
外
で
行
い
、
著
名
な
ハ
ー

バ
ー
ド
大
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
に
赴

く
学
生
も
。
事
前
に
半
年
以
上
か
け
、

語
学
や
医
学
の
基
礎
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
、「
万
全
の
準
備
で
送
り
出
し
て
い
る

結
果
、
派
遣
先
か
ら
非
常
に
優
秀
と
評
価

さ
れ
、『
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
』
な
ど
有
力
誌

の
共
著
で
掲
載
さ
れ
る
学
生
も
い
る
」
と

松
井
秀
樹
教
授
は
誇
る
。

新
臨
床
研
修
制
度
で
研
修
医
制
度
が
大

き
く
様
変
わ
り
し
た
中
、
２
０
０
８
年
か

ら
始
め
た
の
が
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
ア
ド
バ
ン
ス

ド
・
リ
サ
ー
チ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
」。
卒
後
臨
床
研
修
と
大
学
院
の

研
究
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
で
き
、
文
部
科

学
省
の
大
学
院
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
採

用
さ
れ
た
。
導
入
後
、
他
大
学
か
ら
も
含

め
、
大
学
病
院
で
の
研
修
者
が
増
え
て
お

り
、「
優
秀
な
人
材
に
と
っ
て
非
常
に
魅

力
が
あ
る
制
度
」（
松
井
教
授
）
と
な
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
２
０
０
９
年
か
ら
は
、
学
部

と
大
学
院
の
隙
間
を
埋
め
る
「
プ
レ
Ａ
Ｒ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
。
医
学
研

究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
研
究
を
始
め
た

学
部
生
が
、
そ
の
研
究
を
続
け
つ
つ
、
大

学
院
の
授
業
も
受
け
ら
れ
る
。
大
学
院
の

授
業
の
う
ち
、
座
学
部
分
を
学
部
で
受
講

す
る
こ
と
で
、
大
学
院
生
に
な
っ
た
と
き

に
研
究
に
た
く
さ
ん
の
時
間
を
充
て
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。「
忙
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
で
も
自
主
的
に
研
究
室
を
訪

れ
、
教
員
の
指
導
の
も
と
、
熱
心
に
研
究

を
続
け
る
学
部
生
が
多
い
。
５
〜
10
年
後

に
は
大
き
な
成
果
と
な
り
、
念
願
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
候
補
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
松
井
教
授
は
期
待
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
見
学
型
で
は
な
く
診
療
参

加
型
の
実
習
を
行
い
、
患
者
に
触
れ
る
こ

と
で
医
師
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
「
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ド
ク
タ
ー
」
な
ど
、
現
実

に
即
し
た
教
育
を
重
視
。
I
T
P
（
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
大
学
院
生
や
若
手
研

究
者
の
海
外
派
遣
制
度
も
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
。「
医
学
部
生
は
日
進
月
歩

の
医
療
に
つ
い
て
い
く
た
め
生
涯
勉
強
を

続
け
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
は
非
常
に

重
要
。
教
養
教
育
段
階
も
含
め
、
第
一
線

の
医
療
機
関
と
一
緒
に
、
あ
る
い
は
、
地

域
の
医
療
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
教
育

す
る
系
統
的
な
体
制
を
整
え
て
い
く
」
と

許
南
浩
学
部
長
は
力
を
込
め
る
。

特 集

140年もの間、最先端を走り、変わらぬ信頼を得つづけ
られたのは、ハイレベルな教育が優秀な人材を生み、彼
らが診療・研究にいそしんできたからこそ。現在、進め
られている特徴的な教育・研究プログラムを紹介します。

シ
ー
ム
レ
ス
人
材
育
成

◀卒後臨床研修
▲外科実習に臨む医学部生

▲参加型実習で学ぶスチューデントドクター
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医
師
、
看
護
師
ら
女
性
の
医
療
職
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
特
徴
の
一
つ

だ
。
今
年
度
か
ら
「
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
M
U
S
C
A
T
」
を
医
歯
薬
学
総

合
研
究
科
に
設
置
し
、
短
時
間
労
働
な
ど

柔
軟
な
勤
務
の
普
及
や
子
育
て
相
談
、
病

児
保
育
と
い
っ
た
支
援
で
、
出
産
・
育
児

な
ど
で
離
職
し
た

女
性
医
療
職
の
復

帰
を
後
押
し
す
る
。

こ
の
取
り
組
み

は
、
２
０
０
７
年

２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
「
が
ん
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、
広
範
な
医
療
人
を
育
成
。
岡
山
大
を

中
心
に
中
四
国
の
拠
点
施
設
が
連
携
し
、

医
師
だ
け
で
な
く
、
抗
が
ん
剤
の
最
適
な

調
合
や
投
与
が
で
き
る
薬
剤
師
、
外
来
で

か
ら
文
部
科
学
省
の
支
援
事
業
に
採
択
さ

れ
、
今
年
度
か
ら
は
県
の
地
域
医
療
再
生

計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
許
学
部
長
は

「
医
学
科
入
学
者
の
３
割
は
女
性
。
地
域

医
療
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
高
め
る
た
め
に
は

女
性
の
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
」
と

強
調
す
る
。

の
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
で
必
要
な
特
別
な

ケ
ア
技
術
を
持
つ
看
護
師
と
い
っ
た
専
門

家
を
養
成
す
る
。

厚
生
労
働
省
の
支
援
で
始
ま
り
、
緩
和

治
療
学
講
座
も
設
置
。
松
井
教
授
は
「
次

第
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
」
と
評
価
す
る
。

記念行事の詳細はホームページ
http://www.okayama-u.ac.jp/user/med/profile/
aniv140.html をご覧ください。

◀「女性を生かすキャリア支援計画」
　ホームページ

女
性
医
療
職
支
援

が
ん
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

医学部140周年 記念行事
140周年を記念し、14のセミナーやシンポジウム、主
催学会などを開き、地域社会や医学関係者に、医学部
の功績と現状をPRしています。11月３日の記念式典で
は、これまでの歩みと150周年へ向けた取り組みを紹介
するとともに、卒業生の江草安彦・旭川荘名誉理事長
の記念講演があります。
歴史ある建物の修復保存、貴重な所蔵資料を展示する
資料館やセレモニーホールの
建設など、長期的視野に
たったキャンパス整
備構想も進行中です。

復職支援のための▶
シミュレーション　

トレーニングコース　

▲資料室が所蔵する
貴重な資料の数々
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